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お　願　い

1. 同封の葉書で、8月 5日までに、出欠のお返事をお寄せください。

2. 例年どおり、大会参加諸経費の支払いは前納制をとらせていただきます。
同封の郵便振替払込書（加入者名：社会経済史学会第75回全国大会実行委員会、口座番号：

00930-3-80763）による前納にご協力くださいますようお願い申し上げます。

振替払込書の該当項目をチェックし、金額欄に合計金額をご記入の上、8月15日までに

ご送金ください。

なお、領収書は大会当日受付にてお渡しいたします。

参加諸経費は次の通りです。

大会参加費 .................... 1,000円

報告要旨集代 ................ 3,000円

懇親会費 ........................ 5,000円

弁当代 ............................ 1,000円（9月 14日、9月 15日それぞれ）

両日とも、申し込み人数分の弁当を準備いたします。

3. 大会参加諸経費を前納され、その後都合により大会に出席できなくなった方は、大会開催
10日前までにその旨文書で主催校にお申し出ください。

4. 報告要旨集は、8月下旬にお送りする予定です。

本学会第75回全国大会が、関西大学を主催校として、2006年9月14日（木）、9月15日（金）

の両日開催されることになりましたので、ここにご案内申し上げます。会員各位におかれま

しては、ご多忙中とは存じますが、本学会のいっそうの発展のため、是非ともご出席を賜り

ますようお願い申し上げます。

社会経済史学会
第 75 回全国大会実行委員会事務局
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35
関西大学経済学部 浜野研究室気付

2006年度
社会経済史学会 第75回全国大会
2006年9月14日（木）、15日（金）
関西大学（千里山キャンパス）
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  8:30 受付開始（第 2学舎 4号館 BIGホール 100 １階ロビー）

  9:30～ 12:20 自由論題報告 ① ～ ③
第 2学舎 2号館：第 1～ 4会場（日本史・アジア史関係）
第 2学舎 4号館：第 5・6会場（西洋史関係）

12:20～ 13:30 昼休み

13:30～ 15:20 自由論題報告 ④ ～ ⑤
第 2学舎 2号館：第 1～ 4会場（日本史・アジア史関係）
第 2学舎 4号館：第 5・6会場（西洋史関係）

15:50～ 17:00 特別講演（第 2学舎 4号館 BIGホール 100）

17:10～ 17:20 社会経済史学会賞発表・授与式（同 BIGホール 100）

17:20～ 18:10 会員総会（同 BIGホール 100）

18:30～ 20:30 会員懇親会（生協ダイニングホール）

  8:30 受付開始（第 2学舎 4号館 BIGホール 100 １階ロビー）

  9:30～ 12:00 パネル・ディスカッション ①・②・③（第 2学舎 2号館）

12:00～ 13:00 昼休み

13:00～ 17:00 共通論題報告（第 2学舎 4号館 BIGホール 100）

大会次第

9月14日（木）

9月15日（金）

1. 会場への交通路、各会場の場所につきましては、当プログラム最終頁の案内地図及び大会当
日の案内掲示をご覧ください。

2. 会員懇親会を大会第 1日目 9月 14日（木）の 18：30 より関西大学生協ダイニングホール
（メディアパーク凛風館 2階）にて開催いたします。是非ご参加ください。

3. 宿泊につきましては、大会事務局では手配しませんが、関西大学生協が相談に乗らせていた
だきます。詳しくは別紙資料をご覧ください。

4. 大会事務局への連絡：
郵便 〒 564-8680　大阪府吹田市山手町 3-3-35

関西大学経済学部 浜野研究室気付
第 75回全国大会実行委員会事務局

案内とご注意

プログラム



9月 14日（木） 自由論題報告

※アフターセッション（全会場共通）：第 2学舎 2号館 B402教室

3

①   9:30～ 10:20

②  10:30～11:20

③ 11:30～12:20

④ 13:30～14:20

⑤ 14:30～15:20

（昼休み）

第 1会場  日本史関係 第 2学舎 2号館  C301 教室
中世から近世移行期の銭貨流通
――中国地方における考古資料を中心に――
報告者　高田　倫子（神戸大学大学院）
司会者　岩橋　勝（松山大学）

明治3年熊本藩第八区戸籍による士族卒族人口データ分析
報告者　安澤　秀一（国文学研究資料館名誉教授）
司会者　鬼頭　宏（上智大学）

産業革命以前関東地域経済の研究
――分割表と単回帰・重回帰分析による『全国農産表』の研究――
報告者　吉田　敦（桜美林大学）
司会者　松本　貴典（成蹊大学）

明治中期における住友の製茶直輸出
報告者　加藤　慶一郎（流通科学大学）
司会者　中西　聡（名古屋大学）

明治初期の土地制度と農業政策
――「越前七郡地価再調査手続書」に関連して――
報告者　温　娟（中国南開大学）
司会者　大豆生田　稔（東洋大学）



9月 14日（木） 自由論題報告

※アフターセッション（全会場共通）：第 2学舎 2号館 B402教室
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①   9:30～ 10:20

②  10:30～11:20

③ 11:30～12:20

④ 13:30～14:20

⑤ 14:30～15:20

（昼休み）

第 2会場  日本史関係 第 2学舎 2号館  C302 教室
大阪における区域内均一料金制タクシー
報告者　古知　愛一郎（国士舘大学大学院）
司会者　老川　慶喜（立教大学）

後進地域の家事奉公と若年女性の就業行動
――明治末期から大正期における秋田県北部の事例を中心として――
報告者　荻山　正浩（千葉大学） 　
司会者　千本　暁子（阪南大学）

近代における岡山県醤油醸造業の展開
報告者　前田　昌義（倉敷市立精思高等学校）
司会者　天野　雅敏（神戸大学）

近代日本における仕立・縫製業の経営実態
――明治後期から大正末期における兵庫県姫路市藤本仕立店の動向を中心に――
報告者　岩本　真一（大阪市立大学大学院）
司会者　阿部　武司（大阪大学）

地域社会における資源管理
――戦間期の熱海温泉を事例に――
報告者　高柳　友彦（東京大学大学院）
司会者　大森　一宏（駿河台大学）



9月 14日（木） 自由論題報告

※アフターセッション（全会場共通）：第 2学舎 2号館 B402教室
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①   9:30～ 10:20

②  10:30～11:20

③ 11:30～12:20

④ 13:30～14:20

⑤ 14:30～15:20

（昼休み）

第 3会場  日本史関係 第 2学舎 2号館  C303 教室
（報告なし）

戦間期における株式分割払込制度と企業金融、設備投資の関係について
――1930年代初における追加払込徴収の設備投資下支え効果の検証――
報告者　南條　隆（日本銀行）・粕谷　誠（東京大学）
司会者　宮本　又郎（関西学院大学）

両大戦間期軍部の戦時経済思想
――陸軍を中心に――
報告者　荒川　憲一（防衛大学校）
司会者　宮島　英昭（早稲田大学）

日中戦争期における日本自動車産業の中国進出
――トヨタ自動車工業株式会社天津・上海工場を中心に――
報告者　十河　孝雄（一橋大学大学院）
司会者　沢井　実（大阪大学）

高度成長期化学工業の研究開発体制
――福井謙一博士の特許を中心に――
報告者　西村　成弘（日本学術振興会特別研究員）
司会者　鈴木　恒夫（学習院大学）



9月 14日（木） 自由論題報告

※アフターセッション（全会場共通）：第 2学舎 2号館 B402教室

6

①   9:30～ 10:20

②  10:30～11:20

③ 11:30～12:20

④ 13:30～14:20

⑤ 14:30～15:20

（昼休み）

第 4会場  アジア史関係 第 2学舎 2号館  C402 教室
清代における福建省の貨幣使用実態
――土地売券類を中心として――
報告者　李　紅梅（松山大学大学院）
司会者　岸本　美緒（東京大学）

清代、中国東北における旗民制の成立、変容、崩壊
報告者　塚瀬　進（長野大学）
司会者　江夏　由樹（一橋大学）

光緒新政期中国の商標権保護制度の挫折と国際関係
――清朝政府への影響力をめぐる日英対立を中心に――
報告者　本野　英一（早稲田大学）
司会者　リンダ・グローブ（上智大学）

20世紀初頭棉花市場の変動に対する華北産棉地帯の対応
報告者　瀬戸林　政孝（慶應義塾大学大学院）
司会者　川勝　平太（国際日本文化研究センター）

1900～1920年代東アジアの砂糖貿易と台湾糖
――日本商社の活動を中心に――
報告者　平井　健介（慶應義塾大学大学院）
司会者　城山　智子（一橋大学）



9月 14日（木） 自由論題報告

※アフターセッション（全会場共通）：第 2学舎 2号館 B402教室
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①   9:30～ 10:20

②  10:30～11:20

③ 11:30～12:20

④ 13:30～14:20

⑤ 14:30～15:20

（昼休み）

第 5会場  西洋史関係 第 2学舎 4号館  F401 教室
（報告なし）

19世紀アメリカにおける郵便サービス網の発展
報告者　森本　行人（関西大学大学院）
司会者　須藤　功（明治大学）

チェスター＆ホーリーヘッド鉄道の建設と地域経済
報告者　梶本　元信（帝塚山大学）
司会者　道重　一郎（東洋大学）

19世紀後半から20世紀初頭のアイルランド自治問題と連邦構想
――イギリス＝アイルランド間の財政関係の分析を中心に――
報告者　日浦　渉（東北大学大学院）
司会者　齋藤　英里（武蔵野大学）

1940年代イギリスにおける友愛組合活用論の限界と意義について
報告者　梅垣　宏嗣（名古屋大学大学院）
司会者　高田　実（九州国際大学）



9月 14日（木） 自由論題報告

※アフターセッション（全会場共通）：第 2学舎 2号館 B402教室
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①   9:30～ 10:20

②  10:30～11:20

③ 11:30～12:20

④ 13:30～14:20

⑤ 14:30～15:20

（昼休み）

第 6会場  西洋史関係 第 2学舎 4号館  F402 教室
（報告なし）

19世紀後半ボヘミアにおける工業化と民族問題
――1879/82年プラハ大学分割問題を例に――
報告者　長濱　幸一（九州大学大学院）
司会者　佐藤　勝則（東北大学）

世紀転換期のアメリカン・タバコのアジア市場戦略と日本
――村井兄弟商会から専売制へ――
報告者　石井　摩耶子（恵泉女学園大学非常勤）
司会者　鈴木　俊夫（東北大学）

帝政期のロシア極東における穀物流通と植民問題
――満洲との関係を中心に――
報告者　左近　幸村（北海道大学大学院）
司会者　江夏　由樹（一橋大学）

戦間期フランスの空軍力整備政策
――予算・消費額の推移の微視的分析――
報告者　土屋　元（東京都立大学大学院）
司会者　佐村　明知（大阪大学）
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環境適応と国家形成――タイ国史定説再考

講演者 石井　米雄（人間文化研究機構長）
司会者 斎藤　修（一橋大学）

講演者略歴：

人間文化研究機構長、京都大学名誉教授、神田外語大学名誉教授・学術

顧問、上智大学アジア研究所名誉所員、文化功労者（平成 12年）。
専攻分野は、東南アジア研究。東南アジア史学会、日本言語学会に所属。

主な著書：

・『上座部仏教の政治社会学――国教の構造』（創文社 1975）
・『タイ近世史研究序説』（岩波書店 1999）
・Junk Trade From Southeast Asia, Translation of Tosen-Fusetsugaki

(Singapore, ISEAS 1998)
・『タイ国――ひとつの稲作社会』【編著】（創文社 1975）

9月 14日（木）

15:50～ 17:00

特別講演 第 2学舎  BIGホール  100

17:10～ 17:20

社会経済史学会賞発表・授与式 第 2学舎  BIGホール  100

17:20～ 18:10

会員総会 第 2学舎  BIGホール  100

18:30～ 20:30

会員懇親会 メディアパーク凛風館2階 生協ダイニングホール
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②  歴史人口学のバックグラウンド
　  ――陸奥国村落のマイクロデータ分析―― 第 2学舎 2号館  C402 教室

9月 15日（金） 9:30～ 12:00 パネル・ディスカッション

組織者 高木　正朗（立命館大学）
司会者 李　東彦（太成学院大学）

問題提起　仙台藩・一関藩人口の規模と変動――復元の試み――
報告者 高木　正朗（立命館大学）

1. 『安永風土記』にみる仙台藩村落の人口と民力――GIS分析――
報告者 溝口　常俊（名古屋大学）

2. 狐禅寺村の人口と世帯構造――歴史人口分析――
報告者 山本　起世子（園田学園女子大学）

3. 狐禅寺村の庶民の生命表――人口統計分析――
報告者 長澤　克重（立命館大学）

4. 一関藩の年貢収取と狐禅寺村の対応――社会経済分析――
報告者 松浦　昭（兵庫県立大学）

コメント 鬼頭　宏（上智大学）
長谷部　弘（東北大学）

③  経済史教育における IT活用の可能性 第 2学舎 2号館  C302 教室
組織者 中嶋　航一（帝塚山大学）
司会者 神立　孝一（創価大学）

1. インターネット社会における歴史教育
報告者 杉山　伸也（慶應義塾大学）

2. eラーニングを活用した授業の事例
報告者 中嶋　航一（帝塚山大学）

3. IT教育と著作権
報告者 石井　美穂（慶應義塾大学）

コメント 神立　孝一（創価大学）

①  官営八幡製鐵所創立期の再検討 第 2学舎 2号館  C401 教室
組織者・司会者

清水　憲一（九州国際大学）

問題提起――官営八幡製鐵所創立の諸段階とその特質
報告者 清水　憲一（九州国際大学）

1. 漢冶萍公司と製鉄原料供給
報告者 迎　由理男（北九州市立大学）

2. 製鐵所創立期の生活保障制度――住宅政策を中心に
報告者 時里　奉明（筑紫女学園大学）

3. 軍工廠の兵器用鋼材生産
報告者 池田　憲隆（弘前大学）

コメント 奈倉　文二（獨協大学）
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共通論題報告 第 2学舎  BIGホール  100

9月 15日（金） 13:00～ 17:00

地域統合の経済史的前提――ヨーロッパと東アジア――
組織者 北川　勝彦（関西大学）
司会者 北　政巳（創価大学）

1. Britain and Europe ―― Long Term Engagement or Reluctant Marriage?
報告者 Peter Mathias

（オックスフォード大学名誉教授・
 ケンブリッジ大学ダウニングカレッジ元学長）

2. 「国家のヨーロッパ」、「地域のヨーロッパ」そして「ヨーロッパ地域」
――統合と分化の動的空間システム――

報告者 渡辺　尚（東京経済大学）

3. 東アジア海と日本
報告者 川勝　平太（国際日本文化研究センター）

コメント
奥西　孝志（神戸大学）
秋田　茂（大阪大学）
大津留　智恵子（関西大学）
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大会会場案内図


